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特集「社会に浸透する情報システム」の編集にあたって

冨澤 眞樹1,a)

情報システム論文は，理工学的な特定の分野を対象とす

るのでなく，実社会での組織や社会活動に対して新しい

サービスや有用な仕組みを対象としている．このため論文

には，そのシステムがどのような文脈で有効に働くのかを

記述し，その上で新規性や有用性を示すことが必要である．

「情報システムと社会環境」研究会（IS研究会）では情報

システム研究の普及と啓発に寄与すべく，2005年以来，毎

年情報システム論文の特集号を企画し，良質な論文を採録

してきた．

本特集号では，過去の特集号と同様に，情報システムの

分析・設計・構築・運用，情報やデータの管理などの理論

と実践，情報システムと人間・組織・社会との相互関連，

さまざまな組織における情報化ニーズをとらえた新しい情

報システムの提案や実践的な開発事例など広範囲な対象の

論文を募集した．

投稿された論文は 13件と予定より少なかったが，幅広

い分野から投稿されており，情報システム論文の特集号の

意義を実感することできた．採択率は目標の 50%に対し，

採録数は 4件で 31%となり目標を下回ったが，十分な質の

論文を掲載することができたと考えている．不採録となっ

た論文には，興味深いテーマのものが多いので，完成度を

高めて再投稿されることを期待している．

採録された論文は，情報システムの開発事例，情報シス

テムの測定手法，旅行ルートの推薦手法，マイクロブログ

ユーザのパーソナルデータの推定手法であり，募集のねら

いどおり広範囲な対象の論文が採録できた．

情報システム論文は対象とする範囲がきわめて広いこと

もあり，論文としての有効性の評価や正確性を確保するこ

とが難しい．このような課題に対する 1つの試みとして，

IS研究会では，情報システムの有効性評価手法として，量

的評価と質的評価のガイドラインを公開している．本特集

号では，質的研究論文の査読にあたり，査読者には「情報

システム研究論文に対する査読の観点」という資料の閲覧

を依頼し，査読基準の統一性を図っている．また，IS研究

会では，特集号への投稿を促す意図も含めて，質疑応答の

時間を長めにとったセッションを企画するなど，投稿論文
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の質・量の向上に向けて取り組んだ．今後も，執筆者が情

報システム開発事例における新規性や有用性の示し方，量

的・質的評価方法について，より具体的に学べる仕掛けを

検討していきたい．これらの地道な活動が，情報システム

の発展に寄与することを期待している．

最後に，本特集号の機会を与えてくれた論文誌編集委員

会と，短い査読期間の中で丁寧に査読していただいた特集

号編集委員，査読者各位，スケジュール管理を含めさまざ

まな支援をしていただいた学会担当者に深謝いたします．
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